令和２年度気候変動影響の将来予測計算計画書作成業務委託に関する企画提案書
　　年　　月　　日

三重県気候変動適応センター長　
所在地
商号又は名称

代表者　　　　　　　　　　　　　　印

令和２年度気候変動影響の将来予測計算計画書作成業務委託企画提案コンペについて、企画提案書を提出します。
なお、本提案書の記載内容については、事実と相違ないことを誓約します。
担当者連絡先

	部　署　名
	

	担当者　役職・氏名
	

	電話番号
	

	ファックス番号
	

	電子メールアドレス
	


添付書類

□ 見積書（消費税及び地方消費税額を明記すること）
□ 商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書）、写し可
□ 企画提案コンペに関し、支店又は営業所等に権限が委任されている場合はその委任状

提 案 内 容
（各欄とも字数制限はありません。適宜記載欄を広げて使用してください。）
No.1　仕様書４（１）将来予測計算の計画書作成
	次の項目について具体的に記述した提案をしてください。
（海水温の将来予測関係）
・海水温の将来予測をするための予測方法（ダウンスケール手法等、複数案の提示可）。
・海水温の将来予測の範囲を、三重県沿岸域全体を対象にすることは可能か。
・海水温の将来予測をするために必要な情報とその入手先（所属、研究者等）。
・海水温の将来予測結果を地図に示したとき、メッシュをどこまで詳細にすることが可能か。
・海水温の将来予測を四季別に行うことは可能か。
・近未来（2030年）の海水温将来予測を行うことは可能か。
・海水温の将来予測計算の妥当性確認を行うことが可能な研究者の候補。
・その他、詳細な海水温将来予測結果につながる独自提案。
（水産物の将来影響関係）
・水産物を対象とした定量的な気候変動影響予測の類似例をどこから入手することができるか（所属、研究者等）。
・同時にどのような影響について予測されていて、どのような予測モデルとなっているのか等を分かりやすく整理することができるか。
・水産物の現況影響に関する情報提供等が可能な研究者の候補。
・水産物の将来影響予測に関するアドバイザーが可能な研究者の候補。
・その他、水産物の将来影響予測につながる提案。
・水産物に係る適応策オプションを検討するための資料として活用できる入手先。
・その他、詳細な海水温将来予測結果につながる独自提案。



No.2　仕様書４（２）検討会議
	次の項目について具体的に記述した提案をしてください。

· 検討会議には、気候変動影響予測の実務経験者又は同等の知識を有した者の参加が可能か。
· 仮に検討会議の予定回数（9回）を超えて、2回程度追加する場合、継続して対応することが可能か。
· その他、検討会議の運営についての独自提案。



No.3 仕様書４（３）及びその他
	次の項目について、具体的に記述した提案をしてください。
・打合せ業務を、最大何回追加して行うことが可能か。
・その他、独自提案。



No.4 実施体制
	次の項目について、具体的に記述した提案をしてください。
・本業務の人員体制（責任者、担当者等）と役割分担。
・本業務の責任者及び担当者等が、過去に気候変動影響予測計算に関する実務経験があるか。その実務経験がない場合、気候変動影響予測又は気候変動適応に関する実務経験があるか。



No.5 同種業務の実績
	
	発注機関名
	契約期間・契約金額
	業務名・業務概要

	１
	
	
	【業務名】



	
	
	
	【業務概要】


	２
	
	
	【業務名】



	
	
	
	【業務概要】



	３
	
	
	【業務名】



	
	
	
	【業務概要】



	４
	
	
	【業務名】



	
	
	
	【業務概要】



	５
	
	
	【業務名】



	
	
	
	【業務概要】




注) 過去に国及び地方公共団体から、気候変動影響予測計算に関する業務の他、気候変動影響適応に関する業務を請け負った実績がある場合は、その実績を記載してください。
